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全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
交
通
事

故
防
止
と
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
に
誇
り
と
社
会
的
責
任
の
自

覚
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
、
昭

和
44
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
、

今
年
で
42
回
目
を
迎
え
た
。
最

高
得
点
者
に
は
、
栄
え
あ
る
内

閣
総
理
大
臣
賞
が
贈
ら
れ
る
な

ど
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
最

も
権
威
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
と
さ
れ
て
い
る
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
10
月
23
〜
25

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、茨
城
・

ひ
た
ち
な
か
市
の
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
安
全
運
転
中
央

研
修
所
で
学
科
競
技
お
よ
び
整

備
点
検
競
技
、
運
転
技
能
競
技

が
行
わ
れ
、
25
日
に
は
、
東
京
・

新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
た
表
彰
式
で
、
各
賞
の

受
賞
者
が
発
表
さ
れ
た
。

　

今
大
会
に
は
地
方
大
会
を
勝

ち
抜
い
た
１
４
２
人
の
精
鋭
が

出
場
し
、
う
ち
４
名
が
最
高
得

点
９
９
５
点
を
マ
ー
ク
す
る
な

ど
、
例
年
に
な
い
ハ
イ
レ
ベ
ル

の
接
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

最
終
的
に
、
コ
ン
テ
ス
ト
実
施

要
綱
の
年
齢
差
等
に
よ
り
、
11

㌧
部
門
の
齋
藤
隆
さ
ん
（
福
島

県
代
表
・
日
本
通
運
㈱
東
北
警

送
支
店
）
が
内
閣
総
理
大
臣
賞

に
輝
き
、
惜
し
く
も
総
合
第
２

位
と
な
っ
た
11
㌧
部
門
の
梅
本

敦
史
（
う
め
も
と
・
あ
つ
し
）

さ
ん
（
愛
知
県
代
表
・
日
本
通

運
㈱
名
古
屋
北
支
店
）
に
は
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
賞

詞
が
贈
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
の
な
か
で

最
高
得
点
を
マ
ー
ク
し
た
選
手

に
贈
ら
れ
る
国
土
交
通
大
臣
賞

は
、
11
㌧
部
門
の
鈴
木
壯
さ
ん

（
岩
手
県
代
表
・
岡
田
運
輸
㈱

東
北
一
関
営
業
所
）
が
受
賞
し

た
。

　

な
お
、「
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
長
特
別
賞
」
は
、
11
㌧
部

門
の
鈴
木
壯
さ
ん
（
同
）、
11

㌧
部
門
の
二
田
和
文
（
に
た
・

か
ず
ふ
み
）
さ
ん
（
鹿
児
島
県

代
表
・
日
本
通
運
㈱
鹿
児
島
支

店
鹿
児
島
総
合
物
流
事
業
所
）

が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
の
３
日

間
、「
第
42
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
開
催
。
日
本
通
運
㈱
東
北
警
送
支
店
の
齋
藤
隆
さ
ん
（
さ
い

と
う
・
た
か
し
、
11
㌧
部
門
）
が
プ
ロ
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

日
本
一
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
輝
い
た
。
ま
た
、
中
小

企
業
所
属
の
総
合
得
点
第
１
位
の
選
手
に
贈
ら
れ
る
国
土
交
通

大
臣
賞
は
、岡
田
運
輸
㈱
東
北
一
関
営
業
所
の
鈴
木
壯
さ
ん
（
す

ず
き
・
つ
よ
し
、
11
㌧
部
門
）
が
受
賞
し
た
。
な
お
、
部
門
別

優
勝
者
は
、
４
㌧
部
門
土
井
尚
登
（
ど
い
・
な
お
と
）
さ
ん
、

ト
レ
ー
ラ
部
門
上
川
修
之
（
う
え
か
わ
・
の
ぶ
ゆ
き
）
さ
ん
、

女
性
部
門
土
屋
侑
子
（
つ
ち
や
・
ゆ
う
こ
）
さ
ん
と
な
っ
た
。

表彰式で祝福される各部門優勝者（左から土井さん、齋藤さん、上川さん、土屋さん）

中
小
企
業
最
高
得
点
は
岡
田
運
輸
㈱
鈴
木
選
手

後援：内閣府、国土交通省、警察庁
 自動車安全運転センター
 ㈶全日本交通安全協会
 ㈳日本自動車整備振興会連合会
協賛：株式会社ブリヂストン
協力：日野自動車株式会社
 いすゞ 自動車株式会社
 マツダ株式会社
 三菱ふそうトラック・バス株式会社
 日本フルハーフ株式会社
 日産自動車株式会社
 トヨタ自動車株式会社
 UDトラックス株式会社（ABC順）

部門 順位 氏名 年齢 都道府県 所属事業所 総合得点

ト
レ
ー
ラ

1 上川　修之 37 宮 崎 県 日本通運㈱都城支店 990
2 齋藤　克治 41 新 潟 県 日本通運㈱新潟統括支店新発田支店 985
3 家田　有善 38 愛 知 県 日通小牧運輸㈱本社営業所 983
4 邦　　幸治 34 岐 阜 県 日本通運㈱岐阜支店コンテナ輸送センター 983
5 栗原　利勝 34 北 海 道 日本通運㈱帯広支店 980

女
　
性

1 土屋　侑子 23 山 口 県 佐川急便㈱宇部店 968
2 菊池由果里 38 長 野 県 佐川急便㈱長野店 964
3 豊田　恵美 30 東 京 都 日本通運㈱東京航空支店江東オペレーション課 963
4 大屋　かな 28 愛 知 県 佐川急便㈱豊川店 963
5 藤原　高子 31 大 分 県 佐川急便㈱中津店 950

各
部
門
入
賞
者

部門 順位 氏名 年齢 都道府県 所属事業所 総合得点

４
ト
ン

1 土井　尚登 35 大 阪 府 関西日立物流サービス㈱本社営業所 995
2 石井　佐京 26 三 重 県 日本通運㈱津支店 995
3 中村　龍也 40 広 島 県 日本通運㈱中国警送支店広島警送事業所 990
4 小西　希幸 43 兵 庫 県 日本通運㈱神戸支店豊岡支店 985
5 小田中　章 35 岩 手 県 日本通運㈱東北警送支店盛岡警送事業所 975

11
ト
ン

1 齋藤　　隆 30 福 島 県 日本通運㈱東北警送支店 995
2 梅本　敦史 30 愛 知 県 日本通運㈱名古屋北支店 995
3 西原　　裕 40 福 岡 県 佐川急便㈱九州路線営業所 990
4 若林　康之 38 千 葉 県 日本通運㈱千葉南支店 990
5 長尾　幸治 39 和歌山県 日本通運㈱和歌山支店紀南営業センター 988

各賞受賞者
内 閣 総 理 大 臣 賞 齋藤　　隆 11 トン部門

警 察 庁 長 官 賞・
全日本トラック協会長賞

（連名）

土井　尚登 4 トン部門
齋藤　　隆 11 トン部門
上川　修之 トレーラ部門
土屋　侑子 女 性 部 門

全日本トラック協会長賞 各部門第 1 位〜 5 位

国土交通大臣賞（中小企業最高得点者）
鈴木　　壯 岡田運輸㈱東北一関営業所

国土交通大臣賞（事業所表彰）
4 トン部門 関西日立物流サービス㈱本社営業所
11 トン部門 日本通運㈱東北警送支店
トレーラ部門 日本通運㈱都城支店
女 性 部 門 佐川急便㈱宇部店

全日本トラック協会長特別賞
鈴木　　壯 岡田運輸㈱東北一関営業所
二田　和文 日本通運㈱鹿児島支店鹿児島総合物流事業所

全日本トラック協会会長賞詞
梅本　敦史 日本通運㈱名古屋北支店

内
閣
総
理
大
臣
賞

日
本
通
運
㈱
東
北
警
送
支
店 

齋
藤
隆
選
手



４
ト
ン
部
門
馬
場
智
之
（
北
海
道
）、
澤
口
隆
興

（
青
森
県
）、小
田
中
章
（
岩
手
県
）、

石
倉
正
喜
（
宮
城
県
）、
伊
藤
透
（
秋
田
県
）、
大
沼
淳
司

（
山
形
県
）、
栗
城
和
孝
（
福
島
県
）、
名
久
井
一
浩
（
茨

城
県
）、
桒
野
修
一
（
栃
木
県
）、
南
雲
伸
一
（
群
馬
県
）、

正
木
誠
（
埼
玉
県
）、
中
出
正
和
（
千
葉
県
）、
平
川
弘
樹

（
東
京
都
）、
三
橋
勝
久
（
神
奈
川
県
）、
風
間
浩
歳
（
山

梨
県
）、
髙
橋
朝
晃
（
新
潟
県
）、
篠
原
陽
介
（
長
野
県
）、

長
谷
川
慶
（
富
山
県
）、
松
村
英
進
（
石
川
県
）、
井
上
健

太
（
福
井
県
）、
小
夏
大
介
（
岐
阜
県
）、
平
井
正
泰
（
静

岡
県
）、
岩
月
一
如
（
愛
知
県
）、
石
井
佐
京
（
三
重
県
）、

中
野
幸
夫
（
滋
賀
県
）、
小
林
信
雄
（
京
都
府
）、
土
井
尚

登
（
大
阪
府
）、
小
西
希
幸
（
兵
庫
県
）、
津
本
稔
（
奈
良

県
）、
柿
本
裕
城
（
和
歌
山
県
）、
浦
島
邦
彰
（
鳥
取
県
）、

茅
尾
進
吾
（
岡
山
県
）、
中
村
龍
也
（
広
島
県
）、
安
光
義

明
（
山
口
県
）、曽
我
部
智
和
（
徳
島
県
）、川
口
孝
典
（
香

川
県
）、
丸
山
正
（
愛
媛
県
）、
来
孝
二
郎
（
高
知
県
）、

髙
田
和
幸
（
佐
賀
県
）、
柴
田
正
幸
（
長
崎
県
）、
西
村
眞

二
（
熊
本
県
）、
安
藤
達
男
（
大
分
県
）、
甲
斐
静
男
（
宮

崎
県
）、
田
中
裕
一
（
鹿
児
島
県
）、
塩
川
哲
司
（
沖
縄
県
）

�

以
上
45
名

11
ト
ン
部
門
岡
部
隆
男
（
北
海
道
）、
石
田
伸
也

（
青
森
県
）、
鈴
木
壯
（
岩
手
県
）、

吉
田
峰
之
（
宮
城
県
）、
坂
本
好
太
（
秋
田
県
）、
齋
藤
隆

（
福
島
県
）、田
村
雄
介
（
茨
城
県
）、岩
崎
美
文
（
栃
木
県
）、

小
林
芳
夫
（
群
馬
県
）、
能
勢
幸
佑
（
埼
玉
県
）、
若
林
康

之
（
千
葉
県
）、大
須
賀
浩
一
（
東
京
都
）、小
林
夏
樹
（
神

奈
川
県
）、加
藤
充
祥
（
山
梨
県
）、村
山
俊
一
（
新
潟
県
）、

油
井
孝
夫
（
長
野
県
）、
入
部
博
幸
（
富
山
県
）、
岡
本
直

樹
（
石
川
県
）、
三
上
良
平
（
福
井
県
）、
永
冶
昌
謹
（
岐

阜
県
）、
廣
野
博
文
（
静
岡
県
）、
梅
本
敦
史
（
愛
知
県
）、

楠
田
敦
士
（
三
重
県
）、
今
村
崇
之
（
滋
賀
県
）、
岡
田
悟

（
京
都
府
）、吉
田
順
一
（
大
阪
府
）、松
下
博
則
（
兵
庫
県
）、

堀
川
順
弘
（
奈
良
県
）、
長
尾
幸
治
（
和
歌
山
県
）、
安
達

透
（
鳥
取
県
）、
藤
井
国
久
（
岡
山
県
）、
木
谷
英
介
（
広

島
県
）、
岩
本
寛
之
（
山
口
県
）、
村
井
克
年
（
香
川
県
）、

和
田
徳
雄
（
愛
媛
県
）、
川
村
岳
弘
（
高
知
県
）、
西
原
裕

（
福
岡
県
）、
吉
田
昭
（
佐
賀
県
）、
鳥
巢
満
善
（
長
崎
県
）、

新
堀
聡
吾
（
熊
本
県
）、
山
際
淳
一
（
大
分
県
）、
日
野
登

司
泰
（
宮
崎
県
）、
二
田
和
文
（
鹿
児
島
県
）、
宮
里
泰
史

（
沖
縄
県
）�

以
上
44
名

ト
レ
ー
ラ
部
門
栗
原
利
勝
（
北
海
道
）、
黒
澤

宏
次
（
宮
城
県
）、木
村
王
久
（
山

形
県
）、
半
澤
幸
一
（
福
島
県
）、
篠
原
順
一
（
茨
城
県
）、

藤
田
明
雄
（
群
馬
県
）、
坂
口
和
夫
（
埼
玉
県
）、
河
邊
勲

（
千
葉
県
）、
原
武
（
東
京
都
）、
江
成
正
彦
（
神
奈
川
県
）、

齋
藤
克
治
（
新
潟
県
）、
松
井
九
経
（
富
山
県
）、
中
下
勇

（
石
川
県
）、
邦
幸
治
（
岐
阜
県
）、
望
月
重
宏
（
静
岡
県
）、

家
田
有
善
（
愛
知
県
）、
松
本
英
治
（
滋
賀
県
）、
山
添
孝

治
（
京
都
府
）、
田
中
啓
一
（
大
阪
府
）、
稲
垣
隆
志
（
兵

庫
県
）、石
﨑
圭
亮
（
奈
良
県
）、木
田
佳
孝
（
和
歌
山
県
）、

米
原
宏
（
鳥
取
県
）、
椋
木
修
礼
（
山
口
県
）、
生
中
勝
行

（
愛
媛
県
）、
尾
島
康
晴
（
福
岡
県
）、
北
村
健
太
郎
（
佐

賀
県
）、
木
本
亮
（
長
崎
県
）、
犬
童
正
男
（
熊
本
県
）、

工
藤
文
則
（
大
分
県
）、
上
川
修
之
（
宮
崎
県
）、
神
谷
強

（
沖
縄
県
）�

以
上
32
名

女
性
部
門
稲
垣
守
江（
北
海
道
）、川
村
知
子（
宮

城
県
）、
関
下
由
香
理
（
埼
玉
県
）、

門
倉
淑
枝
（
千
葉
県
）、
豊
田
恵
美
（
東
京
都
）、
菊
田
美

幸
（
神
奈
川
県
）、
菊
池
由
果
里
（
長
野
県
）、
平
井
久
美

子
（
富
山
県
）、
中
村
理
恵
（
静
岡
県
）、
大
屋
か
な
（
愛

知
県
）、池
田
夏
美
（
京
都
府
）、笹
川
由
美
子
（
兵
庫
県
）、

足
立
友
美
（
鳥
取
県
）、
奥
山
真
未
（
岡
山
県
）、
土
屋
侑

子
（
山
口
県
）、
村
上
智
美
（
徳
島
県
）、
川
上
明
美
（
高

知
県
）、白
石
美
香
（
福
岡
県
）、鬼
塚
芙
美
子
（
佐
賀
県
）、

大
神
留
美
（
熊
本
県
）、
藤
原
高
子
（
大
分
県
）� 

以
上
21
名

   

出
場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん

（敬称略）

平成22年10月25日 （2）

▲��選手宣誓は徳島県代表の
　村上 智美さん

学科は450点
学科競技は法規200点、構造機能
100点、運転常識150点の450点満
点で競います。試験時間は60分で
す。学科は点数配分が最も高く、勝
敗を左右することも。
例年難易度の高い問題も含まれま
す。例えば今年は「停止表示器材は、
夜間200メートルの距離から走行用
前照灯で照射した場合にその反射
光を照射位置から確認できるもの
でなければならない」。答えは○×形
式ですが、みなさんわかりましたか？

▲�全国から集まったたくさん
の応援者が選手に熱い
声援を送る

▲�学科競技
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整備点検は200点
整備点検競技は、日常点検を基本
として点検箇所・点検内容等につい
て採点され、満点は200点。競技時
間は4トン、女性部門は7分、そして
11トン、トレーラ部門は8分の限ら
れた時間です。日常点検は頂点を
めざすプロドライバーとして基本中
の基本。素早く無駄のない動きの
中で、ランプの球切れや、タイヤ空
気圧の不足など、不良箇所を的確
に見つける選手の技に脱帽です。
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▲��模擬市街路、幹線路、高速
周回路をコース走行した後
に課題走行へ
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▼スラローム走行

▼あい路の通過

▲高速周回路

運転は350点
運転競技は350点満点です。安全
無事故運転を主体に、交通法規の
順守と基本操作技術、運転態度を
審査します。
各部門とも7分間の約4キロのコー
ス走行と3分間の課題走行に挑み
ます。とくに、多くのギャラリーを前
にしての「あい路の通過」「スラロ
ーム走行」「S字後退からの車庫入
れ」は各選手の技術の見せどころで
コンテストのハイライトです。
なお、省燃費に配慮したエコドライ
ブも審査の対象となります。

▼開会式から熱戦がスタート

▼整備点検

2日間を通して熱い声援


